
総 合 討 論

各講師の講演が終 ったのち・ 美園繁氏の司会で 1 時間半 にわた って総合討論がお こなわれ た0 農業機

械化に関連す る課題で もあ りク講演者 はもとよ り参会者か ら活発な質疑応答がかわされ ，かつてない充

実した討 論 が な され た 。応 答 の要 点 を と りまと め ると 次 の よう に整理 され る0 （文 責 寺沢 四 郎）

（ 11 土牛 の立地 条件に．よる物理性 の変化

水田と畑では現地の物理性に明 らかな相違 が認め られ るが ，その測定方法 を確立す る必要がある0

千布地 においては土壌 の物理性 （耕盤の生成 ，易耕性 ，コンシステ ンシーな ど） は経年的に変化 しや

す く ，普通 の水田においても ，耕 作方法 によって団粒構造に明 らかな相違 が認め られ る0

（ 2） 耕盤層の物理性について

耕盤層 は ，土壌 条件（例えば乾性塾と湿性塑に よる水分状凱 腐植含量など） のほかに ，機械耕作

に伴な う物 理的な士 ♯圧縮 に よって ，盤層の生成す る深さ ，層厚 あるいは堅さな どに相違がみ られ る0

また盤 層内の柱状構造 の発達については ，干拓地 あるいは水田において ，排水条件 が重要な役割を

果す ように考えられ ，とくに酎 ヒ還元状態 の変化 と土壌構造 の関係が密接の ように思われ る0

植物根が耕盤を貫入 しない理 由は ，植物根 の物理的買入力の及ばない（買入抵抗が大 きい） ことに

ょる もので ，養 分 の 欠亡土 層の た めで ほ ない で あ ろ う0

新盤層の位置は I士壊の管理に よって変化 し ，干拓地で ははじめ深 い位置に耕盤 が形成 され るが ，

経年的に浅層 に形成され る傾向がみ られる。

また ，機械による琴底盤の形成は ，火山灰土壌 と非火山性土壌 の物理性の相違 ，同種 の土壌では有

機物含量 ，土佐 ，永分状態な どの差連 ，土壌 の圧縮効果に変化 を与えることに よって ，かな り性格の

異な った新盤 が形成 されるように思われる0

（3） 新盤層と透水性の関係 について

水田め機械化に対す る耕盤 の役割 は ，地耐力と排水の難易 と密箸な関係が ある0 水田の透 水性は ，

作物の生産性 と機械導入 の両面で きわ めて重要な問題であ り・耕盤層 と透 水性の関係に注 目す る必要

が あ る。

一方 ，耕盤のキ裂の発生 は I 浸透能を著 しく高め ，と くに粘土質水 田において この傾 向がみ られる 0

この よ うな 耕 盤層 の キ レツの 発生 は土壌 管 理 の う えで 留意す る必要 が あ る0

（4） 耕盤層とす き床属 の関連について

す き床層は ，もとも と生成論的にはポハ ナリゼーシ ョンをうけた集棟層に相当 し ，作 士と桝盤 の間

に生成す るものと考 えられる。他方 ，耕盤 層ほ土壌 の圧縮による物理的作 用により形成 され るもので

ぁる。 しか し ，す き床層 （集積 層） と耕盤層は同 じ層位に形成 され区別で きない場合があ り ，すき床

雇の生成論的意義が アイマイな現状で は ，刊す き床層 〝の名称を用いない方が よいように思われ る。

以上 の とお り 4 項 目に わ け討 議 内容 を要約 して みた が ，質 疑 応答 の うけ と り方 忙 ，多 少 の ニ ュア ンス

の相 違 が あ る もの と思わ れ るので ，そ の点 をお含 み の うえ ，参考 に してい た だ きた い 0
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